自由執筆

今度は出雲風土記の古韓尺　新井宏

二月号に「古韓尺で作られた纏向建物群」を載せ建物周辺の纏向古墳群を含めて、全てが古韓尺にドンピシャリ一致することを紹介した。

また二月発行の『歴史のみち草』では「江田船山古墳の銀象嵌太刀」を書き、その太刀銘文「四尺廷刀」から一尺を計算すると二六・七センチとなりこれも古韓尺にドンピシャリ一致することを書いた。

こうなればもう勢いである。

つい最近になってまたドンピシャリ一致する例を見つけた。しかも、今度も反論の余地のないほど確実な新事実である。

それは『出雲風土記』の意宇郡宍道郷の記事にあった。

宍道郷 郡家正西卅七里 所造天下大神命之追給

 猪像 南山有二《一 長二丈七尺高一丈周五丈七尺 一 長二丈五尺高八尺周四丈一尺》追猪犬像《 長一丈高四尺周一丈九尺》其形為石 無異猪犬 至今猶有 故云宍道

ここにはふたつの猪像石とそれを追う犬像石の三石の長、高、周の九件の測定値が記載されているが、それらの数値を石ノ宮神社の「来待石」の実測値と較べると、きれいな対応関係が認められ、その「尺」の長さが次のように計算されたのである。

　　　    風土記　　実測値　  尺長

猪像石Ａ  周 57尺　1515cm　 26.6cm

　　　    高 10尺　 267cm　 26.7cm

長 27尺   715cm　 26.5cm

猪像石Ｂ  周 51尺  1367cm   26.8cm

　　　　  高　8尺　 213cm　 26.6cm

　　　　  長 25尺　 675cm　 27.0cm

犬像石　  周 19尺　 509cm　 26.8cm

　　　　　高  4尺　 106cm　 26.5cm　

　　　　  長 10尺　 250cm　 25.0cm

計算結果は、古韓尺の長さ二六・七センチとドンピシャリ。しかも一致し過ぎるほどの一致である。巨石であり、『出雲風土記』では尺単位の測定になっているし、どのようにして、どこを測ったのかも判らないだから、こんなに一致するのがそもそもおかしいのである。しかし、これだけ一致していると、偶然などとはとても言えまい。これだけでも「古韓尺」完勝の気分である。

ところで、『出雲風土記』の古韓尺には前段階の話がある。こちらも実は強力な古韓尺の証拠であり、韓国語の論文として既に書いている。

天平五年(七三八年)に勘造された『出雲風土記』は，その冒頭部分から「東西一百卅七里一十九歩，南北一百八十二里一百九十二歩」とあるように，里程の記載で埋め尽くされている。しかも里単位の表示でも十分な郡から郷までの距離などを、一歩単位あるいは十歩単位まで示している場合が多いのである。常識的に考えても、郡から郷までの距離を「歩」単位まで示す必要性は全くない。第一、どこに郷の中心地があるかを決めることさえ困難である。

このように異常に詳しい里程の表示は，尺や坪をメートル法に換算して端数をつけて表示している例から容易に類推できるように、そこに何等かの旧尺度系からの換算が秘められているに違いない。

そしてびっくりするような換算関係を見つけ出した。十歩単位まで示されている里程の多くが旧単位では「里」の単位だったのである。全てその換算比は〇・八八一となっている。例を示そう。

神門郡神門水海の周　三五里〇七四歩

旧四〇里　 比〇・八八一

出雲郡西門江の周　　　三里〇五八歩

旧四里　比〇・八八一

出雲郡家から佐雑村　一三里〇六四歩

旧一五里　比〇・八八一

宇郡家から楯縫郷　　三二里一八〇歩

旧三七里　比〇・八八一

出雲郡家から杵築郷　二八里〇六〇歩

旧三二里　比〇・八八一

意宇郡家から暑垣山　二〇里〇八〇歩

旧二三里　比〇・八八一

記載された里程は天平尺によるものであるから、旧里系の尺は〇・八八一の換算比率によって二六・四センチと計算される。この値は通常の古韓尺よりやや短いが、新羅皇龍寺の尺度と完全に一致している。皇龍寺は日本の東大寺よりも大きく、朝鮮半島でも最大の寺院であった。国を挙げて行われた発掘調査の結果は詳細な礎石配置記録となっていて、これが古韓尺に完全一致していることを示したのも既に二十年近く前のことである。

ロマンあふれる神話の国・出雲は、新羅との結び付きが極めて強く、スサノオノミコト(須佐能袁命)が新羅神であるというのはもはや定説である。そこに古韓尺の物語が付け加わる。

『出雲風土記』には「原風土記」とか「古風土記」と言われるものが存在したとの説が有力であるが、その議論は未だ決着していない。そこに古韓尺そのものによる測定例や古韓尺の里程からの換算例が加わり、新たな展開が期待できる。

かくして、考古学や歴史から古韓尺を検証する時代は終わり、古韓尺から考古学や歴史を検証する時代が始まったのである。













